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他
利
々
他
深
義
の
研
究

一
、
他
利
の
他
に
就
い
て

○
二
義
の
概
観

「
他
利
利
他
」
の
内
「
他
利
」
の
「
他
」
は
何
を
指
す
か
に
就
い
て
は
古
来
二
義
が
あ
る
。『
仏
教
大
辞
彙
』
の
『
他
利
々
他
』
の
項
目
に
諸

義
が
ま
と
め
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
と
、「
利
他
」
の
「
他
」
は
衆
生
で
異
論
が
な
い
が
、「
他
利
」
の
「
他
」
は
衆
生
か
仏
か
で
、
二

義
に
分
か
れ
る
。

大
派
の
慧
然
師
（
顕
深
義
記
）、
深
励
師
は
、「
他
」
を
衆
生
と
す
る
。

「（
二
）
若
し
仏
、
任
運
に
増
上
椽
と
な
り
て
衆
生
其
利
益
を
得
る
名
づ
け
て
他
利
と
す
、
仏
の
自
利
に
対
す
る
が
故
な
り
。
若

し
仏
、
他
の
為
め
に
発
願
修
行
し
て
衆
生
其
恩
徳
を
蒙
る
を
名
づ
け
て
利
他
と
す
、
仏
が
他
を
利
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。
同

じ
く
利
生
の
事
な
れ
ど
も
任
運
と
作
願
と
、
自
徳
と
化
他
と
其
義
異
な
る
が
故
に
造
語
同
じ
か
ら
ず
、
…
之
れ
慧
然
の
論
註
顕

深
義
記
の
説
な
り
。」

（『
仏
教
大
辞
彙
第
五
巻
』
3264
頁
）

「（
三
）
自
身
真
如
の
内
薫
力
を
増
上
縁
と
し
、
衆
生
任
運
に
利
を
得
る
を
他
利
と
謂
ふ
。
…

深
励
の
論
註
講
述
に
依
る
に
先
づ
翼
解
等
の
義
に
二
難
あ
り
、
一
に
は
他
利
と
利
他
と
全
く
立
言
の
左
右
の
み
に
て
、
同
義
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な
る
が
故
に
、
特
に
仏
力
を
談
ぜ
ん
が
為
め
に
利
他
の
言
を
用
ひ
し
義
に
契
は
ず
、
二
に
は
諸
経
論
の
造
語
に
違
す
と
は
、
他
利

の
言
未
だ
他
を
以
て
仏
と
な
す
例
な
し　

…

最
後
に
深
励
の
自
説
を
述
べ
て
、
菩
提
留
支
は
自
利
・
利
他
を
自
利
・
他
利
と
云
へ
る
こ
と
薩
遮
尼
乾
子
所
説
経
・
勝
思
惟
梵

天
所
問
経
論
等
に
も
見
ゆ
れ
ば
他
利
と
利
他
と
は
一
体
の
異
名
に
し
て
他
と
は
共
に
衆
生
を
指
し
、
利
は
仏
が
衆
生
を
利
益
し

給
ふ
こ
と
な
り
、
…　

他
を
利
す
と
云
へ
ば
仏
が
他
を
利
し
た
ま
へ
る
事
に
て
能
利
益
の
仏
の
方
よ
り
云
ふ
。
故
に
自
仏
而
言

宜
言
利
他
と
あ
り
、
他
利
と
は
他
が
利
せ
ら
る
と
云
ふ
こ
と
、
他
と
は
衆
生
の
事
ゆ
ゑ
に
所
利
益
の
衆
生
の
方
よ
り
云
ふ
言
な

り
」

（『
同
』
3264
〜
3265
頁
）

こ
の
他
、
大
派
の
稲
葉
師
や
、
本
派
の
智
暹
、
大
濤
和
上
も
同
様
の
義
で
あ
る
。
一
部
本
派
も
含
む
が
、
他
を
衆
生
と
す
る
義
は
、
大
派
の

主
流
の
義
（
慧
然
、
深
励
、
稲
葉
師
）
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
本
派
の
主
流
（
慧
雲
・
崇
廓
・
道
隠
和
上
等
）
は
他
を
仏
と
す
。

「（
一
）
他
利
と
は
他
（
仏
）
が
我
（
衆
生
）
を
利
す
る
を
云
ふ
、
即
ち
他
に
利
せ
ら
る
ゝ
の
意
に
し
て
従
生
向
仏
の
名
な
り
。

利
他
と
は
我
（
仏
）
が
他
（
衆
生
）
を
利
す
る
を
云
ふ
、
即
ち
他
を
利
す
る
の
意
に
し
て
従
仏
向
生
の
名
な
り
。
さ
れ
ば
畢
竟
共

に
仏
、
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
を
顕
す
も
の
に
し
て
従
生
と
従
仏
と
に
由
て
其
名
別
あ
る
な
り
、
故
に
談
ず
る
に
左
右
あ
り
と

云
へ
り
。
而
も
浄
土
論
は
仏
力
を
談
ず
る
こ
と
を
主
と
す
る
が
故
に
従
仏
向
生
の
言
を
以
て
利
他
と
称
す
る
な
り
と
せ
り
。
…

是
れ
知
空
の
論
註
翼
解
、
法
霖
の
二
門
偈
窺
斑
錄
、
慧
然
の
二
門
偈
大
意
等
の
説
な
り
。」

（『
同
』
3264
頁
）

「
慧
雲
・
崇
廓
・
了
空
・
道
隠
等
あ
り
て
、
多
く
翼
解
・
窺
班
の
説
を
守
り
、
近
く
は
寛
寧
・
善
譲
・
円
月
・
義
山
・
鮮
明
等
、

亦
等
し
く
こ
れ
に
従
ふ
。」

（『
同
』
3265
頁
）
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是
山
和
上
も
ま
た
同
様
の
義
で
あ
る
。

「
他
利
と
言
ふ
は
他
の
弥
陀
の
為
に
利
益
せ
ら
る
ゝ
こ
と
、
衆
生
よ
り
し
て
仏
を
謂
ひ
て
他
と
な
す
…

利
他
と
言
ふ
は
能
く
他
の
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
、
仏
よ
り
し
て
は
衆
生
を
謂
ひ
て
他
と
な
す
…

他
利
々
他
は
従
仏
向
生
と
従
生
向
仏
と
の
異
で
、
而
し
て
他
利
は
衆
生
の
無
造
作
を
顕
し
、
利
他
は
仏
の
造
作
を
示
す
」

（
是
山
恵
覚
和
上
『
往
生
論
註
講
義
』
259
頁
）

○
大
派
の
義

大
派
主
流
の
義
（
他
は
衆
生
の
義
）
は
、
上
の
『
大
辞
彙
』
の
引
文
の
様
に
「
他
利
」
と
「
利
他
」
に
義
の
差
別
を
見
る
。
即
ち
、
利
他
は

他
利
に
対
し
て
よ
り
仏
力
を
詮
す
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
略
示
す
れ
ば
以
下
の
如
し
。

　
　
　

・
慧
然

他
利　

…　

任
運

利
他　

…　

作
願

　
　
　

・
深
励

他
利　

…　

所
利
益

利
他　

…　

能
利
益
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し
か
る
に
こ
の
義
に
は
、『
左
右
の
言
に
親
し
か
ら
ず
』
と
の
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

「
了
空
の
二
門
偈
参
考
に
は
他
利
の
他
は
他
力
の
他
の
如
し
と
て
翼
解
・
窺
班
の
意
に
従
へ
り
。
而
し
て
其
他
多
く
他
利
と
利

他
と
の
意
義
に
差
別
を
見
る
も
の
は
談
の
左
右
と
云
ふ
も
の
に
親
し
か
ら
ず
と
し
て
之
を
用
ひ
ず
。」

（『
仏
教
大
辞
彙
第
五
巻
』
3165
頁
）

「
鮮
明
の
宗
要
論
題
に
は
更
に
論
註
に
て
は
阿
弥
陀
如
来
為
増
上
縁
と
定
め
、
二
門
偈
に
て
は
願
力
成
就
名
五
念
と
定
め
た
る

上
に
て
の
他
利
と
利
他
と
な
れ
ば
共
に
同
一
義
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
な
し
、
他
利
々
他
弁
の
義
に
就
て
は
左
右
の
言
及
び
自

の
字
義
に
契
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
他
利
と
利
他
と
を
優
劣
に
分
別
す
る
も
の
的
証
な
き
所
な
り
等
の
破
斥
を
加
へ
た
り
。」

（『
同
』
3165
〜
3166
頁
）

○
本
派
の
義

本
派
主
流
の
義
（「
他
」
は
仏
の
義
）
は
、
他
利
と
利
他
の
二
語
の
義
は
同
一
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
仏
の
能
利
を
顕
す
。
た
だ
従
生
向
仏
と

従
仏
向
生
と
に
よ
っ
て
其
名
に
別
が
あ
る
の
み
と
す
る
。
こ
の
義
は
左
右
の
言
に
は
親
し
い
が
、
対
し
て
、『
義
が
同
一
な
ら
ば
、
利
他
が
他

利
に
対
し
て
よ
り
仏
力
を
顕
す
こ
と
に
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
』
と
の
批
判
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
深
励
の
論
註
講
述
に
依
る
に
先
づ
翼
解
等
の
義
に
二
難
あ
り
、
一
に
は
他
利
と
利
他
と
全
く
立
言
の
左
右
の
み
に
て
同
義
な

る
が
故
に
、
特
に
仏
力
を
談
ぜ
ん
が
為
め
に
利
他
の
言
を
用
ひ
し
義
に
契
は
ず
」

（『
同
』
3164
頁
）
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両
派
の
義
に
対
す
る
疑
難
を
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
如
し
。

・
大
派
義　
…　

「
左
右
」
の
言
に
相
応
し
な
い

・
本
派
義　
…　

所
詮
同
じ
な
ら
ば
、
結
局
ど
ち
ら
も
差
別
無
く
仏
力
を
顕
す
こ
と
に
な
る

○
宗
祖
の
訓
よ
り
正
義
を
判
ず
る

で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
二
義
の
中
、
ど
ち
ら
が
妥
当
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
即
ち
本
派
の
義
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
本
典
宗
祖
真

筆
の
坂
東
本
の
行
巻
他
力
釈
を
『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
第
一
巻
』（
法
蔵
館
123
頁
）
で
見
る
と
、

ト

ヲ

ト　
　

「
他
利
之
与
利
他
」

一

二

一

「
之
ヲ
」
と
「
之
」
が
利
の
目
的
語
と
な
っ
て
い
る
。
故
に
、「
他
利
」
の
「
他
」
は
目
的
語
で
は
な
く
主
語
と
考
え
ら
れ
る
。
本
願
寺
本
を
底

本
と
し
た
『
聖
教
全
書
二
』
36
頁
に
は
、
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ノ
ト
ヲ

ト　
　
　

「
他
利
之
与
利
他
」

レ

二

一

と
な
っ
て
い
て
、
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

二
、
他
利
々
他
釈
の
所
顕

本
派
の
他
利
の
他
を
仏
と
す
る
義
が
正
義
で
あ
る
と
知
ら
れ
た
が
、
こ
の
義
に
は
先
に
述
べ
た
問
題
が
残
る
。
他
利
と
利
他
は
同
義
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
仏
力
を
示
す
。
で
は
何
故
に
こ
こ
に
「
他
利
」
で
は
な
く
「
利
他
」
の
言
を
用
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
為
に
、『
論
註
』
の
「
今
将
談
仏
力
」
の
文
の
内
容
に
就
い
て
、『
能
談
の
人
』、『
能
談
の
文
』、『
所
談
の
義
』
を
順
番

に
見
て
い
く
。

○
能
談
の
人

先
ず
「
仏
力
」
を
談
ず
る
人
、
即
ち
『
能
談
の
人
』
と
は
天
親
菩
薩
で
あ
る
。
こ
れ
に
異
論
は
な
い
。『
論
註
』
に
「
是
の
故
に
利
他
を
以

て
之
を
言
ふ
。」
と
い
う
。
こ
れ
は
『
今
将
に
、
仏
力
を
談
ぜ
ん
と
す
、
是
の
故
に
論
主
は
浄
土
論
に
「
利
他
」
の
言
を
以
て
之
を
言
う
』
と

い
う
文
意
で
あ
る
。
即
ち
、
天
親
菩
薩
が
『
浄
土
論
』
に
於
て
仏
力
を
談
ず
る
の
で
あ
る
。
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○
能
談
の
文
（
本
派
先
哲
の
義
）

で
は
『
天
親
菩
薩
が
利
他
仏
力
を
談
じ
て
い
る
』
と
解
さ
れ
る
「
利
他
」
の
語
の
存
す
る
文
と
は
、『
浄
土
論
』
中
の
ど
の
文
で
あ
ろ
う
か
。

本
派
の
先
哲
は
、
仏
力
を
示
す
利
他
の
文
を
直
ち
に
直
前
の
利
行
満
足
章
の
利
他
と
せ
ず
、
十
七
句
の
終
、
八
種
功
徳
の
終
の
利
他
と
見
て

お
ら
れ
る
。
こ
の
仏
力
を
顕
す
利
他
を
以
て
、
利
行
満
足
章
の
自
利
利
他
の
本
と
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

寛
寧
和
上
は
以
下
の
様
に
云
わ
れ
て
い
る
。

「
此
論
に
自
利
他
利
と
云
は
ず
し
て
自
利
々
他
と
の
給
へ
る
も
の
は
他
力
廻
向
を
顕
す
の
思
召
な
り
と
は
何
を
以
て
知
る
や

と
云
ふ
に
、
利
行
満
足
章
の
「
修
五
念
門
行
自
利
利
他
速
得
」
の
文
に
執
ず
る
と
き
は
、
一
向
解
せ
ぬ
こ
と
に
な
る
。
何
と
な
れ

ば
、
か
の
利
行
満
足
章
の
自
利
々
他
の
如
き
は
約
末
に
就
い
て
示
し
給
へ
ば
な
り
、
観
行
体
相
の
論
文
に
「
此
十
七
種
荘
厳
成
就

示
現
如
来
自
身
利
益
大
功
徳
力
成
就
利
益
他
功
徳
成
就
故
」
と
、
次
に
仏
八
種
功
徳
を
顕
し
竟
つ
て
云
く
「
略
説
八
句
示
現
如
来

自
利
利
他
功
徳
荘
厳
次
第
成
就
」
と
云
ふ
、
是
等
の
利
他
の
言
は
正
し
く
仏
辺
に
就
く
、
乃
ち
衆
生
を
し
て
自
利
々
他
成
就
せ
し

む
る
も
の
は
、
仏
よ
り
云
は
ば
利
他
行
な
り
、
衆
生
よ
り
云
は
ゞ
他
利
の
功
徳
と
謂
ふ
べ
き
な
り
、
今
は
衆
生
の
辺
を
主
に
し
て

明
す
論
意
に
非
ず
し
て
、
仏
力
廻
向
の
旨
を
主
と
し
て
明
し
給
ふ
が
故
に
屢
〃
利
他
の
言
を
用
ひ
給
ふ
、
然
れ
ば
利
行
満
足
章

に
所
謂
衆
生
の
五
念
自
利
々
他
は
皆
是
れ
仏
の
利
益
他
功
徳
成
就
の
然
ら
し
む
る
所
な
り
」

（
真
宗
叢
書
二
『
真
宗
百
論
集
』
下
巻 

83
〜
84
頁
）

義
山
和
上
の
釈
も
同
様
で
あ
る
。
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「
皆
他
利
利
他
は
一
物
に
し
て　

…　

他
経
の
上
に
於
て
既
に
然
り
、
今
此
論
の
語
例
も
之
に
同
じ
く
、
十
七
句
の
終
、
八
種

功
徳
の
終
等
、
利
他
の
言
、
皆
仏
の
上
に
於
て
之
を
の
給
ふ
」

（
真
宗
叢
書
二
『
真
宗
百
論
集
』
下
巻 

88
頁
）

○
能
談
の
文
の
再
考

謂
く
。
和
上
方
の
釈
と
相
違
し
て
『
能
談
の
文
』
は
、
利
行
満
足
章
の
次
の
『
論
』
の
結
文
の
利
他
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

「
菩
薩
は
是
の
如
く
五
念
門
の
行
を
修
し
て
自
利
利
他
し
て
、
速
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
し
た
ま
へ
る
こ
と
を
得
た

ま
へ
る
が
故
に
と
。」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
423
頁
）

何
故
か
と
い
う
と
、
註
に
「
今
将
談
仏
力
」
と
云
う
が
故
に
、
仏
力
を
談
ず
る
文
と
は
、
天
親
菩
薩
が
談
ず
る
直
近
の
『
浄
土
論
』
の
文
を

指
す
は
ず
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
「
今
将
」
の
語
は
『
論
註
』
に
も
う
一
個
所
あ
る
。

「
此
の
清
浄
に
二
種
有
と
、
知
る
べ
し
。（
論
）

上
の
転
入
句
の
中
に
、
一
法
に
通
じ
て
清
浄
に
入
る
、
清
浄
に
通
じ
て
法
身
に
入
る
。
今
将
に
清
浄
を
別
ち
て
二
種
を
出
だ

さ
む
と
す
る
故
に
、
故
に
言
ふ
こ
こ
ろ
は
知
る
べ
し
と
。（
註
）

何
等
か
二
種
。
一
は
器
世
間
清
浄
、
二
は
衆
生
世
間
清
浄
な
り
。（
論
）」

（『
同
』
413
頁　

カ
ッ
コ
筆
者
）

こ
こ
の
「
今
将
に
…
二
種
を
出
だ
さ
む
」
と
は
、
直
前
の
「
此
の
清
浄
に
二
種
有
と
、
知
る
べ
し
。」
の
『
論
』
文
を
承
け
て
の
釈
で
あ
る
。
直
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近
の
文
を
承
け
て
釈
す
る
が
故
に
「
今
将
に
」
と
云
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
准
じ
て
考
え
れ
ば
、「
今
将
談
仏
力
」
も
、
直
前
の
『
論
』
文

で
あ
る
利
行
満
足
章
の
結
文
の
承
け
て
の
釈
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
論
主
は『
今
将
に
こ
の
結
文
で
利
他
の
言
を
以
て
仏
力
を
談
ず
る
』の

で
あ
る
。
故
に
、
能
談
の
文
は
利
行
満
足
章
の
結
文
の
「
利
他
」
の
語
で
あ
り
、
所
談
の
仏
力
と
は
直
後
の
「
速
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
」
の
利
益
の
文
が
こ
れ
を
表
す
こ
と
に
な
る
。

だ
が
利
行
満
足
章
の
結
文
の
主
語
は
、
寛
寧
和
上
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
に
で
は
な
く
菩
薩
で
あ
る
。
即
ち
こ
こ
の
「
利
他
」
は
仏
で
は

な
く
菩
薩
の
利
他
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

他
利
々
他
の
釈
の
前
に
、「
覈
求
其
本
阿
弥
陀
仏
為
増
上
縁
」
と
釈
さ
れ
る
。
故
に
『
論
註
』
の
他
利
々
他
釈
は
、
結
文
に
於
て
菩
薩
利
他

の
本
源
に
仏
力
の
利
他
を
見
て
、
こ
れ
を
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
浄
土
論
』
の
薗
林
遊
戯
地
門
の
「
本
願
力
回
向
故
」
よ
り
来
た
る

釈
で
あ
る
。
浄
土
菩
薩
の
利
他
回
向
の
行
業
は
如
来
の
本
願
力
回
向
を
そ
の
本
と
す
る
の
で
あ
る
。
正
に
こ
れ
こ
そ
が
「
利
他
」
の
「
深
義
」

な
の
で
あ
る
。

○
他
利
々
他
釈
の
所
顕

で
は
何
故
に
「
他
利
」
で
は
な
く
「
利
他
」
の
言
を
用
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
他
利
」
も
「
利
他
」
も
同
じ
く
仏
力
を
顕
す
。「
他
利
」
は

従
生
向
仏
で
あ
る
が
、
同
様
な
語
と
し
て
「
他
力
」
の
語
が
あ
る
。
こ
れ
も
「
他
」
は
仏
力
を
顕
し
従
生
向
仏
で
あ
る
。
し
か
も
「
他
力
」
の

語
は
『
論
註
』
に
何
度
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
従
生
向
仏
の
語
だ
か
ら
と
し
て
も
、
仏
力
を
顕
す
の
に
何
ら
不
都
合
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。

で
は
こ
こ
で
試
み
に
『
浄
土
論
』
の
「
利
他
」
の
言
を
「
他
利
」
に
置
換
し
て
み
る
と
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と

す
ぐ
分
か
る
が
、
こ
れ
は
文
章
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
先
ず
、
次
の
二
文
は
如
来
が
主
語
の
文
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
他
利
（
他
は
仏
）
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の
言
を
置
く
訳
に
は
い
か
な
い
。

「
如
来
の
自
身
利
益
大
功
徳
力
成
就
と
利
益
他
功
徳
成
就
と
示
現
す
る
が
故
な
り
。」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
399
〜
400
頁
）

「
略
し
て
八
句
を
説
て
、
如
来
の
自
利
利
他
の
功
徳
荘
厳
次
第
に
成
就
し
た
ま
へ
る
こ
と
を
示
現
す
と
」

（『
同
』
408
頁
）

で
は
こ
こ
の
『
論
』
の
文
章
を
何
と
か
変
形
し
て
み
て
、
他
利
の
語
は
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
云
う
と
、
こ
れ
も
難
し
い
と
云
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
仏
自
身
の
荘
厳
成
就
を
論
ず
る
文
で
あ
り
、
衆
生
よ
り
見
て
（
他
の
）
仏
の
荘
厳
成
就
を
論
ず
る
文
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

次
の
文
章
は
菩
薩
が
主
語
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
ら
も
他
利
（
他
は
仏
）
の
言
を
置
く
訳
に
は
い
か
な
い
。

「
菩
薩
は
出
第
五
門
の
廻
向
利
益
他
の
行
成
就
し
た
ま
へ
り
と
」

（『
同
』
422
頁
）

「
菩
薩
は
是
の
如
く
五
念
門
の
行
を
修
し
て
自
利
利
他
し
て
、
速
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
し
た
ま
へ
る
こ
と
を
得
た

ま
へ
る
が
故
に
と
。」

（『
同
』
423
頁
）

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
他
利
利
他
の
釈
と
は
、「
他
利
」
と
「
利
他
」
の
二
語
を
比
較
し
て
、『
論
』
の
文
に
於
て
そ
の
使
用
の
適
不

適
を
判
ず
る
為
の
も
の
で
は
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
何
故
に
他
利
で
は
な
く
利
他
の
言
を
用
い
る
の
か
』
と
い
う
疑
問
自
体
が
間

違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
論
』
の
文
に
於
て
は
最
初
か
ら
文
章
的
に
も
文
脈
的
に
も
、「
利
他
」
の
語
を
「
他
利
」
と
置
き
換
え
る
余
地
が
無

い
の
で
あ
る
。

で
は
他
利
々
他
釈
の
他
利
利
他
二
語
対
照
の
釈
は
、
何
の
為
に
こ
の
様
な
釈
を
為
す
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
文
は
何
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
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う
か
。「

若
し
自
ら
仏
を
し
て
言
は
ゞ
、
宜
し
く
利
他
と
言
ふ
べ
し
。
自
ら
衆
生
を
し
て
言
は
ゞ
、
宜
し
く
他
利
と
言
ふ
べ
し
。」

（『
同
』
424
頁
）

謂
く
。
こ
れ
は
『
論
』
の
中
の
「
利
他
」
の
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
殊
更
丁
寧
に
「
他
利
」
と
い
う
語
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
照

し
て
理
解
せ
し
め
る
釈
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
利
他
」
の
語
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
懇
切
丁
寧
に
「
他
利
」
の
語

を
新
た
に
提
出
し
て
対
照
し
て
説
明
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
『
証
巻
』
の
往
還
結
釈
の
文
の
宗
祖
の
表
現
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
次
の
如
く
「
慇
懃
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い

る
。

「
宗
師
は
大
悲
往
還
の
回
向
を
顕
示
し
て
、
慇
懃
に
他
利
利
他
の
深
義
を
弘
宣
し
た
ま
へ
り
。」（『
聖
典
全
書
二
巻
』
151
頁
）

こ
の
語
は
も
う
一
箇
所
、『
正
信
偈
』
の
西
河
の
三
不
三
信
の
釈
に
見
え
る
。

「
三
不
三
信
の
誨
慇
懃
に
し
て
」

（『
同
』
63
頁
）

周
知
の
如
く
『
論
註
』
の
讃
嘆
門
に
於
て
は
三
不
信
の
義
の
み
を
示
さ
れ
て
、
明
確
に
三
信
の
語
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
然
し
三
不
信
の
反

対
は
三
信
な
る
こ
と
は
凡
そ
誰
に
で
も
容
易
に
推
察
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
三
不
信
に
対
応
す
る
三
信
の
語
（
淳
心
・
一
心
・
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相
続
心
）
を
出
し
て
、
殊
更
に
丁
寧
に
釈
さ
れ
た
の
が
『
安
楽
集
』
で
あ
る
。
こ
の
様
な
『
安
楽
集
』
の
釈
相
を
、
宗
祖
を
『
正
信
偈
』
に
は

「
慇
懃
」
の
語
を
以
て
表
現
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
こ
れ
に
准
じ
て
『
証
巻
』
の
文
を
窺
う
と
、
論
註
の
他
利
々
他
の
釈
も
殊
更
に
丁
寧
な
釈
と

宗
祖
は
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
利
他
」
と
「
他
利
」
で
「
他
」
が
示
す
内
容
が
対
立
す
る
意
味
（
衆
生
と
仏
）
に
な
る
こ
と
は
、
殊
更
に
丁
寧
に
釈
さ
れ
な
く
と
も
容
易

に
分
か
る
こ
と
で
あ
る
し
、
本
来
「
利
他
」
の
言
が
主
語
が
仏
で
あ
る
こ
と
の
説
明
に
、
無
理
に
「
他
利
」
の
言
を
出
す
必
要
も
な
い
。
即
ち

『
論
註
』
の
他
利
々
他
の
釈
と
は
「
利
他
」
の
対
立
表
現
と
な
る
「
他
利
」
の
語
を
出
し
て
、
殊
更
に
丁
寧
に
『
論
』
の
「
利
他
」
の
語
を
釈

さ
れ
、
そ
の
主
語
が
仏
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
菩
薩
の
「
利
他
」
で
あ
る
は
ず
の
利
行
満
足
章
の
文
が
、
何
故
に
他
利
々
他
対
照
し
た
時
に
、
仏
の
「
利
他
」
と
釈
さ
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
と
い
う
に
、
こ
れ
は
他
利
々
他
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
他
の
主
語
が
仏
と
理
解
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
他
利
々
他
の
左
右

を
釈
す
文
の
直
前
に
「
覈
に
其
の
本
を
求
む
る
に
、
阿
弥
陀
如
来
を
増
上
縁
と
為
す
。」
の
釈
が
あ
る
。
こ
れ
を
承
け
て
次
に
菩
薩
の
利
他
の

本
が
仏
な
る
こ
と
を
釈
す
次
第
で
あ
る
。『
論
』
が
「
今
将
に
（
菩
薩
の
本
た
る
）
仏
力
を
談
ぜ
む
と
す
」
る
が
故
に
、
利
他
を
仏
力
と
釈
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

「
答
曰
く
、
論
言
は
く
、
五
門
の
行
を
修
し
て
、
自
利
利
他
成
就
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。
然
る
に
覈
に
其
の
本
を
求
る
に
、
阿

弥
陀
如
来
を
増
上
縁
と
為
す
。
他
利
と
利
他
と
談
ず
る
に
左
右
有
り
。
若
し
自
ら
仏
を
し
て
言
は
ば
、
宜
し
く
利
他
と
言
ふ
べ
し

　

…　

今
将
に
仏
力
を
談
ぜ
む
と
す
。
是
の
故
に
利
他
を
以
て
之
を
言
ふ
。」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
424
頁
）

で
は
何
故
に
、『「
利
他
」
は
仏
力
を
示
す
』
と
の
み
云
え
ば
よ
い
と
こ
ろ
を
、『「
利
他
」
の
主
語
は
仏
で
あ
る
』
と
い
う
様
な
凝
っ
た
釈
を

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
こ
の
『
論
』
当
面
の
文
の
菩
薩
の
「
利
他
」
と
は
即
ち
願
生
行
者
が
往
生
し
た
後
の
利
他
で
あ
る
。
こ
の
意
味
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で
「
利
他
」
の
主
語
は
衆
生
で
あ
る
。
し
か
し
『
論
』
は
自
証
教
で
は
な
く
救
済
教
の
論
で
あ
る
。
救
わ
れ
る
側
か
ら
見
た
「
利
他
」
は
浄
土

菩
薩
の
救
済
で
あ
り
、
そ
の
本
は
即
ち
仏
の
救
済
で
あ
る
。
仏
の
利
他
で
あ
る
。
こ
の
救
済
の
義
を
示
す
為
に
「
自
ら
仏
を
し
て
言
は
ば
、
宜

し
く
利
他
と
言
ふ
べ
し
」
と
救
済
の
仏
力
を
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
従
来
さ
れ
て
き
た
様
な
、「
他
利
」
と
「
利
他
」
の
二
の
語
を
比
較
し
て
、
ど
ち
が
が
よ
り
他
力
義
を
顕
わ
し
て

い
る
か
と
い
っ
た
論
議
は
、
全
く
不
必
要
に
し
て
徒
労
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

○
利
他
の
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
所
談
の
義

上
述
の
如
く
、
他
利
利
他
二
語
を
対
照
す
る
理
由
に
は
深
い
意
味
は
な
い
。
然
る
に
宗
祖
は
こ
の
他
利
々
他
釈
よ
っ
て
示
さ
れ
る
所
の
義

を
以
て
「
深
義
」
と
云
わ
れ
て
い
る
。
で
は
、
宗
祖
は
何
故
に
こ
れ
を
「
深
義
」
と
言
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
利
他
仏
力
の
釈
に
よ
っ
て

の
如
何
な
る
『
深
い
義
』
が
示
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
他
利
」
の
言
が
対
照
の
為
に
出
さ
れ
た
だ
け
の
語
と
い
う
こ
と
は
、
他
利
々
他
の
釈
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
利
行
満
足
章
の
「
利
他
」
の
内

容
を
釈
し
た
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
こ
の
釈
が
示
す
「
利
他
」
の
内
容
と
は
、
要
す
る
に
『
仏
が
衆
生
を
利
す
る
』
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
利
行
満
足
章
の
結
文
の
主
語
で
あ
る
菩
薩
の
「
利
他
」
の
本
と
し
て
仏
の
「
利
他
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
其
の
本
を
求
め

れ
ば
、
如
来
の
利
他
本
願
力
回
向
で
あ
る
。
菩
薩
が
衆
生
を
利
益
す
る
と
は
、
要
す
る
に
如
来
が
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り

こ
の
『
浄
土
論
』
は
如
来
の
「
本
願
力
回
向
」
の
利
他
力
に
よ
っ
て
、
浄
土
菩
薩
の
利
他
回
向
の
活
動
が
住
持
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
広
く

衆
生
を
救
う
（
往
生
せ
し
め
る
）
働
き
を
な
す
で
あ
る
。
故
に
『
論
註
』
で
は
他
利
々
他
の
釈
に
続
い
て
、
次
の
様
に
本
願
力
の
釈
が
あ
る
の

で
あ
り
、
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「
凡
そ
是
れ
彼
の
浄
土
に
生
と
、
及
び
彼
の
菩
薩
人
天
の
所
起
の
諸
行
は
、
皆
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
縁
る
が
故
へ
な
り
。」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
424
頁
）

ま
た
宗
祖
は
『
証
巻
』
に
、
こ
の
如
来
の
本
願
力
回
向
の
活
動
相
を
示
す
「
大
悲
往
還
回
向
」
の
語
に
続
い
て
、
こ
れ
を
「
他
利
利
他
（
利
他

仏
力
）
の
深
義
」
と
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
宗
師
は
大
悲
往
還
の
回
向
を
顕
示
し
て
、
慇
懃
に
他
利
利
他
の
深
義
を
弘
宣
し
た
ま
へ
り
。」（『
聖
典
全
書
二
巻
』
151
頁
）

衆
生
が
往
生
し
て
、
浄
土
で
自
利
利
他
成
就
す
る
が
故
に
速
や
か
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
。
こ
の
意
味
で
こ
の
「
利
他
」
は
衆
生

が
往
生
後
に
行
ず
る
利
他
で
あ
る
が
、
衆
生
が
往
生
す
る
の
は
、
先
に
往
生
し
た
菩
薩
の
利
他
回
向
門
の
起
行
に
よ
る
。
然
る
に
そ
の
本
を

云
え
ば
、
衆
生
の
往
生
も
浄
土
の
起
行
も
皆
阿
弥
陀
如
来
の
利
他
本
願
力
回
向
に
依
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
『
論
』
の
利
行
満
足
章
の
結
文
「
菩
薩
…
自
利
利
他
速
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
の
論
ず
る
と
こ
ろ
の
義
で
あ
り
、
こ
れ
が

正
し
く
『
論
註
』
の
「
今
将
談
仏
力
」
の
所
談
の
深
義
な
の
で
あ
る
。（
終
）

-16-


